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	方　式
	泥土圧方式一工程式

	管  種
	ヒューム管,　　　鋼管,　　　ﾀﾞｸﾀｲﾙ管,　　　レジン管,　　　その他　　　　　　　

	①呼び径(mm)
	φ200　 　φ250 　 φ300 　 φ350  　φ400 　 φ450 　 φ500  　φ600　　 φ700 　　

 管材長（　　　　ｍ）　※φ800以上の場合は要相談
注記：φ200と半管φ500､φ600は礫･岩盤の施工は不可となります。
　　　φ200の最大推進距離は40mとなります。（A､B土質のみ）
　　　標準管φ500以上はD2､E4､F4土質は不可　　標準管φ600以上はD1土質は不可

	②土質

 (A,B,C,D1,D2,E1～F4)
 
	A：普通土(Ｎ値≦20)

 B：硬質土(20＜Ｎ値≦50)

    A・B土質     被水圧≦60kN/m2
･透水係数≦10-2cm/sec
 D1：軟岩(qu≦ 20N/mm2)

 D2：硬岩(20＜qu≦70N/mm2)
	E1：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/5、礫混入率≦30%以下)　《低水位：E1～E4 》

E2：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/5、礫混入率≦60%以下)    被水圧≦0.2kgf/cm2 
E3：礫質土(最大礫径下記表参照、　　　  　礫混入率≦60%以下)　  透水係数≦10-4cm/sec

E4：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/2、礫混入率≦60%以下)
F1：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/5、礫混入率≦30%以下)　《高水位：F1～F4 》

F2：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/5、礫混入率≦60%以下)　　被水圧≦0.6kgf/cm2
F3：礫質土(最大礫径下記表参照、           礫混入率≦60%以下)    透水係数≦10-2cm/sec

F4：礫質土(最大礫径≦管呼び径1/2、礫混入率≦60%以下)

	
	呼び径mm

250

300

350

400

450

500

600

700

800

900

1000

最大礫径mm

70

80

135

150

165

175

185

200

200

220

250

　　　　

	
	透水係数
	         　　cm/sec
	被水圧
	    　　     kPa(kgf/cm2)

	 ③使用機種(立坑区分)
	S1 ：φ2.0ｍ 　　    S2：3.5ｍ×2.0ｍ　  S3 ：4.0ｍ×2.0ｍ　    S4：4.4ｍ×2.4ｍ

S5 ：4.8ｍ×2.4ｍ    S6：5.6ｍ×2.8ｍ　  S7 ：6.4ｍ×2.8ｍ(H800)

S8 ：6.4ｍ×3.2ｍ(H800-1000)             S9 ：φ2.5ｍ(H400・1.0m管)              

S10：3.5ｍ×2.0ｍ(H400・2.0m管)         S11 :φ2.5ｍ(H450-H600・1.2m管)     　

	 注記： 呼び径φ800以上については、施工可能機台数が極少となっています。
  　 ＊ S7は 北海道に1台、　＊ S8は 北海道に1台､九州に1台　　＊ S11は神奈川県に1台となっています。
　　　

	 ④総推進延長
	 　　　　   　 　ｍ
	⑤スパン数 　 　       ｽﾊﾟﾝ
	⑥発進立坑数 　　  　   　ヶ所

	⑦先導管一体回収
	 　　　 　　回

	⑧先導管分割回収
	　　　 　　回
	⑨止水器の有無
	W0：無   W1：有　

	⑩地域区分
	　　　　　　  　  　都道府県    　　　　        　市町村

	⑪地域補正
	T1：通常     T2：豪雪　   T3：北海道　
	⑫作業区分
	     D ：昼間    　 N：夜間

	⑬山留鋼材の区分 

(発進立坑)
	K1：ライナープレート2.7   K2：ライナープレート3.2   K3：鋼矢Ⅱ型   K4：鋼矢Ⅲ型   K5：鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ

	⑭発生土処分工の区分
	1：ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ使用   2：ﾊﾞｷｭｰﾑ車使用

	⑮機器ﾌﾟﾗﾝﾄ配置方式
	1：定置式（一般）2：車上ﾌﾟﾗﾝﾄ式
	⑯電源方式
	1：受電式　  　 2：発動発電機

	 ⑰管材費
	地域により価格差が大きい為、別途計上して下さい。


